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平
成
　
年
４
月
１
日
付

《
新
規
採
用
》

　
井
上
　
麻
衣
（
吉
富
保
育
園
）

　
内
丸
　
結
理
（
吉
富
保
育
園
）

　
永
野
恵
理
奈
（
吉
富
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
給
食
調
理
員
）

《
昇
　
格
》

【
健
康
福
祉
課
主
査
】

　
泉
　
智
恵
美
（
健
康
福
祉
課
主
事
）

《
退
職
者
》

　
　
　
　
　
平
成
　
年
３
月
　
日
付

　
小
田
　
静
美
（
吉
富
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
給
食
調
理
員
）

　
尾
坐
　
新
子
（
吉
富
保
育
園
係
長
）

　
原
田
　
秀
子
（
吉
富
保
育
園
係
長
）

　
　
　
　
　
平
成
　
年
４
月
１
日
付

《
新
規
採
用
》

　
中
島
剣
一
郎
（
吉
富
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
給
食
調
理
員
）

　
六
月
二
日
　
は
、
自
動
車
税
の
納

期
限
で
す
。

　
自
動
車
税
な
ど
の
県
税
は
、
教
育
、

　
五
月
は
、
固
定
資
産
税
第
一
期
分

と
国
民
健
康
保
険
税
第
一
期
分
の
納

期
で
す
。

　
町
税
は
納
期
限
内
（
六
月
二
日
　
）

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
、
延
滞
金
も
生
じ
て
き
ま
す
の

福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
な
ど
の

貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
車
を
お

持
ち
の
み
な
さ
ん
、
自
動
車
税
は
六

月
二
日
　
ま
で
に
、
お
忘
れ
な
く
最

寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
県
税

事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
期
内
納
付
推
進
の
た
め

五
月
三
十
一
日
・
六
月
一
日
は
、
開

庁
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
行
橋
県
税
事
務
所

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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五
月
は
固
定
資
産
税
・
国
民

健
康
保
険
税
の
納
期
で
す

吉

富

町

職

員

人
事
異
動
・
昇
格

吉

富

町

職

員

人
事
異
動
・
昇
格

吉

富

町

職

員

人
事
異
動
・
昇
格

▲新規採用職員（左から井上、内丸、永野）

▲新規採用職員（中島）

　平成14年度における公文書の開示状況について、次のとおり公表し
ます。

○吉富町情報公開条例に基づく、公文書の開示請求件数　　　０件

○吉富町個人情報保護条例に基づく、自己に関する公文書の開示請求

　件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役場総務課

情報公開制度、個人情報保護制度の
運用状況について

行
橋
県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

五
月
は
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
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　５月１日から７日までは「憲法週間」です。憲法

週間は、５月３日の「憲法記念日」を記念して定め

られたものです。

本年の憲法週間の行事

として私たちの町では「特設人権相談所」

を開設します。皆さんが毎日の生活の中

で、人権問題や法律問題でお困りのこと

がありましたらお気軽にご相談ください。

相談は無料で難しい手続きは必要なく、

秘密は固く守られます。

　なお、当日ご都合の悪い方は、吉富町

の人権擁護委員または福岡法務局行橋支

局（0930-22-0476）にご相談ください。

福岡法務局行橋支局では「人権擁護委員

による常駐相談所」、「弁護士による無

料法律相談所」も開設しています。

日　　時　平成15年５月16日（金）
　　　　　午前10時から午後３時

場　　所　吉富フォーユー会館　３階研修室

相 談 員　地元人権擁護委員　法務局職員

相談内容　人権問題・法律問題

相 談 日　毎週　月・木・金
　　　　（当日が祝日の場合は翌平日）
　　　　　午前９時から午後４時

場　　所　福岡法務局行橋支局　相談室
　　　　　行橋市大橋２丁目22-10
　　　　　　（0930）22‐0476

相 談 員　行橋人権擁護委員協議会所属の
　　　　　人権擁護委員

相談内容　人権問題・法律問題

相 談 日　毎月第一火曜日
　　　　（当日が祝日の場合は翌日）
　　　　　午後１時から４時

場　　所　福岡法務局行橋支局　相談室
　　　　　行橋市大橋２丁目22-10
　　　　　　（0930）22‐0476

受　　付　当日午前９時から電話予約制

相談人員　６名（先着順）

相談内容　法律問題全般

特 設 人 権 相 談 所

人権擁護委員による常駐相談所

弁護士による無料法律相談所

人権相談所開設のお知らせ人権相談所開設のお知らせ

氏　　名 住　　所・電　話　番　号

仲　宗　根　稔
〒871-0823

吉富町大字別府620-6（今吉）
　（0979）25－1838

小　田　健　志
〒871-0802

吉富町大字小犬丸181-1（小犬丸下）
　（0979）23－2793

和　才　直　俊
〒871-0821

吉富町大字幸子734-1（幸子上）
　（0979）22－6820

野　依　　　環
〒871-0811

吉富町大字広津790（和井田）
　（0979）22－6366

向　井　正　之
〒871-0914

新吉富村大字宇野1083-2
　（0979）72－3795

緒　方　武　雄
〒871-0904

新吉富村大字安雲366
　（0979）72－3675

石　川　信　哉
〒871-0921

大平村大字土佐井1178
　（0979）72－2210

宮　　　俊　幸
〒871-0924

大平村大字上唐原1938-3
　（0979）22－3950

《吉富町・新吉富村・大平村の人権擁護委員》
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※
　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

　
　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
　
る
条
例

　
行
政
職
給
料
表
級
別
標
準
職
務
表

の
中
で
、
３
級
、
４
級
の
職
務
に
つ

い
て
主
事
の
職
務
と
あ
る
の
を
、
３

級
を
主
事
の
職
務
、
４
級
を
主
任
主

事
の
職
務
と
し
、
職
員
の
自
覚
と
意

欲
を
促
す
た
め
一
部
改
正
を
行
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
（
可
決
）

※
　
吉
富
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
退
職
被
保
険
者
等
の
一
部

負
担
金
の
見
直
し
、
外
来
の
薬
剤
一

部
負
担
金
の
廃
止
に
伴
う
一
部
改
正

で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
吉
富
町
国
民
年
金
印
紙
運
用

　
　
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
り
、
機
関
委
任
事
務
で

あ
っ
た
国
民
年
金
印
紙
検
認
事
務
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
廃
止
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
（
可
決
）

※
　
築
上
東
部
３
町
村
合
併
協
議

　
　
会
の
設
置

　
吉
富
町
、
新
吉
富
村
、
大
平
村
の

３
町
村
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
な

ら
び
に
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
規
約
を
定
め
、

築
上
東
部
３
町
村
合
併
協
議
会
を
設

置
す
る
に
当
た
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
意
見
と
し
て
、
合
併
に
は
決
し
て

反
対
で
は
な
い
が
、
今
後
の
吉
富
町

の
将
来
像
を
左
右
す
る
よ
う
な
重
要

案
件
に
つ
い
て
は
、
今
度
の
統
一
地

方
選
挙
で
引
退
す
る
議
員
が
数
名
い

る
こ
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
結
論
を

だ
す
よ
り
、
統
一
地
方
選
挙
後
の
新

議
員
の
メ
ン
バ
ー
で
結
論
を
だ
し
て

頂
い
て
も
ら
い
た
い
等
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
（
結
果
は
継
続
審
査
）

※
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

　
　
い
て
の
議
決
内
容
の
一
部
変

　
　
更

　
平
成
十
四
年
度
吉
富
漁
港
環
境
整

備
事
業
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
工
事

の
工
期
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

　
　
い
て
の
議
決
内
容
の
一
部
変

　
　
更

　
平
成
十
四
年
度
公
共
下
水
道
事
業

小
祝
地
区
圧
送
汚
水
幹
線
管
渠
築
造

工
事
の
工
期
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合

　
　
を
組
織
す
る
町
村
数
の
増
減

　
　
の
協
議

　
宗
像
郡
玄
海
町
が
宗
像
市
と
平
成

十
五
年
四
月
一
日
に
合
併
す
る
こ
と

に
伴
い
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

を
限
り
に
玄
海
町
を
組
合
か
ら
脱
退

さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
法
の
定
め
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
平
成
十
四
年
度
の
各
会
計
の
補
正

予
算
並
び
に
補
正
後
の
予
算
総
額
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。
　
（
可
決
）

※
　
各
会
計
毎
の
予
算
額
は
、
表

　
　
題
に
掲
示
の
と
お
り
で
す
。

３月定例議会報告３月定例議会報告３月定例議会報告
総額　40億9,033万4千円

平成15年度予算決まる

（企業会計除く）

第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
十
四
日

間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
、
条
例
の
制
定
な
ど
二
十
議
案
の
提
出
が
あ

り
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一般会計　　 　22億2,700万円

国保特別会計　　6億7,170万円

老保特別会計　　8億2,389万円

奨学金特別会計  　　2,200万3千円

災害復旧特別資金貸付事業特別会計
　　　　　　　　　　  144万1千円

公共下水道特別会計　　3億4,430万円

企業会計（水道事業）

　収益的収入及び支出　1億5,285万1千円

　資本的収入及び支出

　　　　　　　　収入　　　　 37万円

　　　　　　　　支出　　  5,027万2千円

一
部
改
正
し
た
条

例

廃
止
し
た
条
例

協
　
議
　
案
　

件

そ
の
他
の
議
案

十
四
年
度
の
補
正
予
算

十
五
年
度
の
補
正
予
算
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す
べ
て
の
会
計
　
　
　
（
可
決
）

※
　
吉
富
町
情
報
公
開
条
例
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
議
会
の
機
能
強
化
、
組
織
・

運
営
の
合
理
化
の
一
方
策
と
し
て
情

報
公
開
制
度
の
確
立
を
実
施
す
る
た

め
に
吉
富
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部

を
改
正
し
、
実
施
機
関
に
議
会
を
加

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
（
可
決
）

※
　
吉
富
町
政
治
倫
理
条
例
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
町
政
が
町
民
の
厳
正
な
信
託
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
自

ら
が
そ
の
人
格
と
倫
理
の
向
上
に
努

め
、
政
治
不
信
を
招
く
公
私
混
同
を

断
ち
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
信
任

に
応
え
、
清
浄
で
民
主
的
な
町
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
行
う
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
査
察
の
継
続
・
強
化
に
よ
る

　
　
イ
ラ
ク
問
題
の
平
和
的
解
決

　
　
を
求
め
る
請
願
　
（
不
採
択
）

※
　
健
保
本
人
三
割
等
患
者
負
担

　
　
増
の
凍
結
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

※
　
「
豊
築
（
豊
前
・
築
上
）
は

　
　
一
つ
を
め
ざ
す
」
に
関
す
る

　
　
請
願
　
　
　
　
（
趣
旨
採
択
）

　
趣
旨
採
択
と
は
、
願
意
は
妥
当
で

あ
る
が
、
実
現
性
の
面
で
確
信
が
も

て
な
い
と
い
っ
た
場
合
に
、
不
採
択

と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
し
て
と

ら
れ
る
請
願
に
対
す
る
決
定
の
方
法

の
こ
と
を
い
う
。

　
健
保
本
人
三
割
等
患
者
負
担
増
の

凍
結
を
求
め
る
意
見
書

　
可
決
し
、
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
、

坂
口
厚
生
労
働
大
臣
に
送
付
し
ま
し

た
。

　
本
定
例
会
で
、
次
の
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た

◆
　
視
覚
障
害
者
及
び
そ
の
他
必
要

　
な
住
民
の
た
め
に

“
声
の
広
報
よ

　
し
と
み
”
を
つ
く
こ
と
に
つ
い
て

◆
　
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険

　
の
減
免
に
つ
い
て

◆
　
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
の
拡

　
大
に
つ
い
て

◆
　
「
イ
ラ
ク
問
題
」
に
関
す
る
町

　
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
」

◆
　
合
併
問
題
に
つ
い
て

　
①
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

　
　
う
み
る
か
。

　
②
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
そ
の
結
果

　
　
に
つ
い
て

　
③
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い

　
　
て

　
④
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
今
後

　
　
の
対
応
に
つ
い
て

◆
　
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

　
①
高
齢
者
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ

　
　
い
て

　
②
交
通
対
策
に
つ
い
て

　
③
学
校
週
五
日
制
に
つ
い
て

　
（
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
ど
の

　
よ
う
な
成
果
が
期
待
で
き
た
の
か
）

　
次
の
定
例
議
会
の
開
催
は
、
六
月

に
な
り
ま
す
。
請
願
・
陳
情
が
あ
れ

ば
、
五
月
末
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

発
議
案
《
議
員
提
出
》

《
請
　
　
願
》

《
意
見
書
》

《
一
般
質
問
》

《
次
回
予
告
》

一般会計

国保特別会計

老保特別会計

奨学金特別会計

公共下水道特別会計

水道事業会計

歳入歳出それぞれ

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出 支出

追加（△＝減額）

△1,422万円

6,111万2千円

2,840万9千円

△454万9千円

△1,814万5千円

△19万9千円

△1,025万1千円

予算総額は

7億   355万1千円

28億5,583万円

8億5,167万6千円

1,746万4千円

8億4,222万6千円

1億5,210万7千円

3,924万6千円

　きれいなけしの花を見かける季節

になりましたが、けしには植えて良

いものと、悪いものがあります。

　このようなけしを見かけた人は保

健福祉環境事務所（保健所）又は警

察署までご連絡下さい。

　連絡先：京築保健福祉環境事務所

　　　　　総務企画課　企画指導係

　　　　（　0930‐23‐2379）

　　　　　行橋市中央1‐2‐1

不正大麻・けし撲滅運動
―きれいなけしの花にご用心―

＊けしの特徴＊＊けしの特徴＊
植え て は い け な い

・草丈が大きく1m以上になる。

・全体が白っぽい緑色をしており、     
毛がない。

・茎を抱き込むように葉が生えて
いる。

・葉が大きく長楕円形で、まわりの
切れ込みが浅い

など
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私
達
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
の
地
球

は
「
水
の
惑
星
」
と
呼
ば
れ
て
お
り

そ
の
名
の
と
お
り
水
は
地
球
表
面
の

約
四
分
の
三
を
占
め
、
こ
こ
に
生
き

る
す
べ
て
の
生
命
の
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
達
の
毎
日
の
生
活
も

様
々
な
水
の
働
き
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
朝
、
顔
を
洗
い

歯
を
磨
く
、
米
を
と
ぎ
煮
炊
き
す
る
。

　
さ
ら
に
後
片
付
け
、
洗
濯
、
拭
き

掃
除
、
風
呂
に
ト
イ
レ
に
―
。
こ
う

し
て
使
わ
れ
た
水
は
、
側
溝
や
水
路

あ
る
い
は
下
水
道
を
通
っ
て
湖
沼
や

川
そ
し
て
海
へ
と
流
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
し
か
し
現
在
、
下
水
道
や
合
併
処

理
浄
化
槽
等
を
利
用
し
て
い
る
の
は

総
人
口
の
約
六
割
程
度
な
の
で
す
。

　
こ
れ
以
外
の
人
が
使
っ
た
水
は
、

ほ
と
ん
ど
が
汚
れ
た
ま
ま
で
湖
沼
や

川
や
海
に
流
れ
込
み
、
公
共
用
水
域

の
水
質
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　
多
く
の
人
は
、
水
道
の
蛇
口
を
ひ

ね
り
さ
え
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
き
れ

い
な
水
を
使
え
る
こ
と
が
当
然
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
使
い

終
っ
て
汚
れ
た
水
の
行
方
に
つ
い
て

あ
れ
こ
れ
と
心
配
す
る
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
湖
沼
や
川
や

海
の
水
が
汚
れ
て
き
た
こ
と
は
、
誰

で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
な
の
に
汚
し

て
い
る
の
が
私
達
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
は
、
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
も

の
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な
生
活

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
、
本
町
で
は
「
公
共
下
水
道
」
の

整
備
に
平
成
九
年
度
よ
り
着
手
し
、

現
在
で
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
の
建
設
工
事
と

汚
水
管
渠
の
築
造
工
事
を
着
実
に
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
平
成
十
五
年
度
末

に
は
、
ご
く
一
部
の
世
帯
で
は
あ
り

ま
す
が
、
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
る
予
定
で
す
。

　
今
後
と
も
下
水
道
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、

そ
の
推
進
に
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

使
っ
た
水
に

も
っ
と

関
心
を
！

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

　交通事故などの犯罪の被害にあい、警察や検

察庁に訴えたが検察官がその事件を起訴してく

れない。このような不満をお持ちの方は検察審

査会にご相談ください。相談や申立て費用は一

切無料で秘密は固く守られます。

　検察審査会では選挙権を有する国民の中から「く

じ」で選ばれた11人の審査員が、検察官が事件

を起訴しなかったことを審査します。

問い合わせ先

　北九州市小倉北区金田一丁目４番１号

　　　福岡地方裁判所小倉支部内

　小倉検察審査会事務局　　５６１‐３４３１

ご存じですか！検察審査会

自治会名 氏　　　名 戸　数

幸子上 和　才　政　憲 １７５

幸子古 池　田　敏　晴 １５０

幸子団地 山　本　定　生 ５０

別府 太　田　雅　司 １７４

楡生 岡　　　重　春 ５４

鈴熊 尾　坐　　　巖 ７７

今吉 横　川　光　男 ２５９

土屋 土　屋　浩　一 １５７

直江 是　木　輝　義 ２２８

界木 於　久　照　次 １３１

和井田 野　依　晃　一 ２００

広津上 中　川　昌　之 １６７

広津下 川　端　行　雄 ７０

昭和 大　石　俊　彦 １２８

小犬丸上 守　口　信　義 １３２

小犬丸下 正　路　久四郎 １４０

喜連島上 佐　藤　素　直 １６０

喜連島下 南　　　廣　見 １４６

高浜 中　山　梯　治 １２６

平成15年度

自治会長名簿自治会長名簿自治会長名簿

か
ん
き
ょ
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第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。

第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。
第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。

第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。
第２次吉富町行政改革実施計画の
　　　　　進捗状況を公表します。

　町行政の事務・事業、組織・機構などを見直
す具体的な取組内容を定めた第２次吉富町行政
改革実施計画（平成13年度から15年度までの３
箇年計画）の平成14年度における進捗状況を公
表します。

　町行政の事務・事業、組織・機構などを見直
す具体的な取組内容を定めた第２次吉富町行政
改革実施計画（平成13年度から15年度までの３
箇年計画）の平成14年度における進捗状況を公
表します。

《平成14年度実施状況報告書》
番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1新

2新

3継
続

4新

パソコンを利用
した申告システ
ムの導入

　事務処理の効率化とスピード
アップを図るため、パソコンを利
用した住民税等申告システムを
導入する。

実施 税務課 13年度 完了 　平成13年12月住民税申告支援システム機器等を導入し、平成13
年分の住民税申告相談から実施している。

納税組合の廃止 　納税額のプライバシー等で減少し
た納税組合は、全町的にみて納税組合
としての機能が十分発揮されておら
ず、今後も組織の拡大は望めない状況
にあるので、廃止する。

事
前
準
備

実施 税務課 14年度 完了 平成14年度から廃止した。

町税口座振替の
推進の継続

　納税組合の廃止に伴い、口座振
替を引き続き推進する。

32㌫ 38㌫ 42㌫ 税務課

54㌫ 62㌫ 69㌫ 健康福祉課

14年度 完了 ◎平成14年度末現在　一般税　31.68％
　　　　　　　　　　 国保税　44.93％
昨年同様、各種文書で口座振替をPRするとともに、口座振替のパン
フレットを各世帯に配布するなど、引き続き口座振替の推進に努
めている。
・督促状の目隠しシール表面に口座振替をPR
・納期を防災行政無線で周知する際、口座振替をPR
・口座振替促進の文書を納期ごとに広報よしとみに掲載
・口座振替をＰＲした税務証明用窓口封筒を使用
・納税通知書に口座振替を勧める文書を同封
・催告書に口座振替の案内文書を同封
・国保転入等の新規加入者に口座振替を勧める。（目標６割）

住宅料口座振替
の推進

　幸子団地は、既に吉富郵便局の
口座振替を行っているが、他の町
営住宅についても口座振替を推
進する。

検討 50㌫ 60㌫ 健康福祉課 14年度 実施 ◎平成14年度末現在　49.71％（175戸中87戸）
・平成14年４月から全ての住宅を対象に口座振替を開始した。
・平成１４年度当初に全住宅入居者へ口座振替用紙を郵送し、窓口   
  払いからの切り替えを依頼した。

5継
続
幼稚園と保育園
の連携強化の継
続

　就学前教育の充実を図るため、
引き続き幼稚園・保育園職員の合
同研修を実施し、幼保の連携の在
り方を研究する。
　また、公立・私立保育園につい
ても職員合同研修等の交流を図る。
　さらに幼稚園児・保育園児の交
流（体験入園等）、保護者間の交流（講
演会等）、子育て支援活動を推進
する。

実施 実施 実施 健康福祉課
教務課

14年度 実施 　平成15年３月27日に公立幼稚園・保育園の職員全員による合同
研修会を実施した。今後も研修会等を通じて相互の連携・協力を強
化し、多様な教育・保育活動を推進する。
　公立・私立保育園の職員合同研修については、平成14年９月17日
に運動会の打ち合わせを兼ねて担当者レベルでの会議を行い交流
を図った。
　幼稚園児・保育園児の交流は、平成14年６月24日に保育園におい
て、観劇会、平成15年３月11日に保育園の３～５歳児が幼稚園に体
験入園した。
　保護者間の交流については、平成15年２月26日に両園の保護者
合同参加の講演会を実施した。子育て支援のあり方を学び、家庭教
育力・養育力の向上を図った。

6新 幼稚園保育料の
見直し

　近隣の公立幼稚園の保育料を
勘案し改定する。

検討 実施 教務課 13年度 完了 　平成13年９月に条例を改正し、平成14年４月から月額4,500円を
5,000円に改めている。

13年度 14年度 15年度

第 ２ 次吉富町行政改革実施計画進捗状況 

１　事務事業の見直し関係 （１）事務事業の整理合理化
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番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
押印廃止の再見
直し

　廃止可能な申請書の押印につ
いては、全庁的に再見直しする。

実施 全課 14年度 実施 　第１次実施計画において、可能な限り廃止したが、住民サービス
の観点から随時、見直しを行っている。
　本年度新たに廃止したものはない。

13年度 14年度 15年度

１　事務事業の見直し関係 （２）規制緩和の推進

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
実績報告書提出
の義務化の継続

　補助金及び助成金については、
公益性・効果・実績を吟味し、目的
を達成したもの、効果の低いもの
などは廃止や削減を行うため、補
助事業者等から事業成果、経費支
出等の実績報告の提出を引き続
き義務付ける。

実施 実施 実施 全課 14年度 実施 　補助金及び助成金は、補助事業者等から事業の成果、経費の収支
等の実績報告書の提出を義務付け、この報告書を吟味することに
より、予算執行の適正化を図っている。

2継
続
サンセット方式
の導入の推進

　創設される補助金については、
サンセット方式の導入に努める。

実施 実施 実施 全課 14年度 実施 　平成14年度新たに創設した古紙安定回収事業補助金は、登録回
収業者に交付するものであるが、古紙の取引価格が下落している
期間のみ交付する期限付きの補助金とした。

13年度 14年度 15年度

１　事務事業の見直し関係 （３）補助金の整理合理化

注）　サンセット方式　・・・・　補助金が長期にわたることで惰性化、既得権化しないように終期を設けること。

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
総合調整会議の
開催の継続

　予算編成期に各課横断的な事
業について、定期総合調整会議を
開催する。また、各課からの依頼
に応じて随時開催する。

実施 実施 実施 企画財政課 14年度 実施 ◎平成14年度開催回数　３回
・行政における情報化の推進について（３回）

2継
続
土地利用計画の
検討

　関係課で庁内プロジェクトチ
ームを設置し、総合的な土地利用
計画について検討する。

実施 実施 実施 企画財政課
関係課

14年度 実施 　本町単独では検討していないが、築上東部３町村任意合併協議
会の基本構想において土地利用のゾーニングを協議した。今後も
合併協議の中で新しい土地利用計画を検討する。

13年度 14年度 15年度

２　組織・機構関係 （１）時代に即応した総合的、機能的な組織・機構の見直し

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
定員適正化計画
の見直し、計画
の推進

　計画の見直し、推進を行い、定
員管理のより一層の適正化を図
る。

実施 総務課 14年度 実施 　定員適正化計画は平成13年度に見直しを行い、従来の定数81名
の職員体制を維持することとした。平成１４年度は、職員３名の退
職に対して、３名を採用した。事務量は増加しているが、サービス
が低下しないよう、適材適所の配置により対応していく。

2継
続
定員管理の状況、
数値目標の公表
の継続

　定員適正化計画の目標数値や
定員管理の状況を「広報よしとみ
」で引き続き毎年1回公表する。

実施 実施 実施 総務課 14年度 実施 　平成10年度から実施している。平成14年度については、町の財政
状況と併せて、11月号の広報よしとみで公表した。

13年度 14年度 15年度

３　定員及び給与関係 （１）定員管理の適正化

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
職員の給与状況
の公表の継続

　職員の給与状況を「広報よしと
み」で引き続き毎年１回公表する。

実施 実施 実施 総務課 14年度 実施 　平成10年度から実施している。平成14年度については、職員定員
管理の状況と併せて、11月号の広報よしとみで公表した。

13年度 14年度 15年度

３　定員及び給与関係 （２）給与の適正化

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1新 職員パソコン研
修の実施

　職員の情報リテラシー（活用能
力）の向上を図るため、専門講師
を雇い、全職員を対象に研修を実
施する。

初級
研修
100
㌫
全職員

中級
研修
100
㌫
全職員

総務課 14年度 実施 　平成14年度は、庁内ＬＡＮの構築に伴い、グループウェアとイン
ターネットメールの研修を実施した。参加実績は、特別職を含め対
象者80名中74名の92.5％であった。

2新 職員研修の計画
的実施

　職員の意識改革、自己啓発を図
るため、全職員を対象に福岡県職
員研修所主催の一般研修（職層研
修）へ派遣する。

40
㌫
職員数

40
㌫
職員数

20
㌫
職員数

総務課 14年度 実施 　昨年度から特別職を含め全職員を対象に計画的研修の受講を実
施している。平成１４年度の受講実績は２６名で全職員の３１％
であった。

3新 自己啓発チェッ
クシートの活用

　自己啓発チェックシートによ
り自己啓発度の自己診断、啓発
項目、課題の認識を図る。

実施 実施 実施 総務課 14年度 実施 　気づいたときに「いつでも」そして「何回でも」自己診断できるよ
う、庁内ＬＡＮの掲示板に自己啓発チェックシートを登録した。今
後は、定期的にシートの活用を促す。

13年度 14年度 15年度

４　職員の育成・確保 （１）人材育成の推進

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
多様な人材の確
保

　専門分野の職種の職員を含め
て、多様な人材の確保に引き続
き努める。

実施 実施 実施 総務課 14年度 実施 　平成14年度の職員採用試験において、幼稚園教諭・保育士２名、
給食調理員１名を採用し、各分野の専門職の人材確保に努めた。

13年度 14年度 15年度

４　職員の育成・確保 （２）多様な人材の確保



9

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
応接マニュアル
の推進管理

　平成12年２月に配布した「応接
マニュアル」の推進状況を各課ご
とに点検し、徹底に努める。

実施 実施 実施 全課 14年度 実施 　日々各課において活用し、親切でわかり易い対応を推進してい
る。また、平成14年度新たにビジネスマナー集を全職員に配布し、
接客におけるマナーの改善に努めた。

2継
続
総合的サービス
提供体制の推進

　窓口業務については、関係課の
連携のもと、職員が他課の窓口に
出向き対応するなど、住民の立場
に立ったサービスを引き続き推
進する。

実施 実施 実施 全課 14年度 実施 　住民票の移動の際、上水道の届出については、職員が2階から降
り、住民課窓口で対応し、また、防災行政無線の届出についても、総
務課職員が住民課窓口に出向くなど、各課連携のもと、住民の立場
に立った行政サービスを推進している。
　また、来客には、職員が率先して声をかけるなど、常に住民サー
ビスの向上に努めている。

13年度 14年度 15年度

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係 （１）窓口における対応の改善と行政サービスの総合化

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
ホームページの
内容の充実

　平成９年７月に開設した町ホ
ームページの情報の充実に努め
る。

実施 実施 実施 企画財政課 14年度 実施 　町の窓口を効率的に利用してもらうため、サービスの内容や申
請方法をお知らせする「くらしのガイド」、フォーユー会館図書室
の「図書新着情報」を平成14年４月に新設した。

2

3

新 一課一ホームペ
ージの作成

　吉富町ホームページに各課毎
のコーナーを作成し、業者委託に
より月１回の更新を行う。

検討 実施 実施 全課 14年度 実施 　平成14年４月に各課のお知らせコーナー「トピック欄」を新設し
た。これにより、いつでも新着情報を掲載することができるように
なったので、新鮮な情報提供に努めている。

新 吉富フォーユー
会館パソコン教
室の開設

　地域住民にパソコンやインタ
ーネットの操作等を学習するた
めパソコン教室を開設する。

実施 実施 実施 教務課 14年度 実施 　平成14年度は、年間16回のパソコン教室を開設し、延べ270人の
参加があった。

13年度 14年度 15年度

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係 （２）インターネットの活用

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
戸籍事務の電算
化

　法務省、県内市町村の状況を勘
案しながら、平成13年度からの運
用を目指す。

実施 住民課 13年度 完了 　平成14年１月４日から実施している。

2継
続
総合データバン
ク事業の推進

　平成９年度から５ケ年計画で
事業に着手し、平成13年度が最終
年度となる。これまで、基本検診・
各種予防接種、高齢者等のデータ
を管理し、保健事業の推進を図っ
てきた。今後、これらのデータを
医療、福祉へ活用の幅を広げ、保
健・福祉・医療の連携を強化し、総
合的なサービスを展開する。

実施 実施 実施 健康福祉課 14年度 実施 　各種検診データの蓄積に努め、訪問指導用の基礎データとして
活用した。今後もデータの蓄積により、個々の対応した保健指導方
法の分析や有効な保健事業の展開に活用する。

3新 庁内ＬＡＮの構
築

　より効果的な通信ネットワー
クとして、データの総合的・横断
的活用を促進し、事務改善を図る
ため、運用管理体制を検討しなが
ら、庁内ＬＡＮを構築する。

検討 実施 総務課 14年度 完了 　事務職職員に一人一台パソコンを配備し、役場庁舎、フォーユー
会館、あいあいセンター、幼稚園、保育園を結ぶ庁内ＬＡＮを構築
し、平成14年11月１日から運用している。

13年度 14年度 15年度

５　行政の情報化の推進等による行政サービスの向上関係 （３）情報システムやネットワークの活用

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
行政手続条例の
適正な運用の推
進

　標準処理期間、審査基準等を遵
守し、迅速・公平・透明な行政運営
に努める。また、新たにつくられ
る申請・処分には、遅滞なく基準
等を設定し公表する。

実施 実施 実施 総務課
全課

14年度 実施 　既存の「申請に対する処分」、「不利益処分」については、基準等の
設定を行っているが、新たにつくられる申請・処分については基準
等を設定、公表している。
　平成14年度、新たに設定した基準はない。

13年度 14年度 15年度

６　公正の確保と透明性の向上関係 （１）行政手続の適正化

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
吉富町情報公開
条例の見直し

　国の情報公開法や他の自治体
の情報公開条例、判例等を参考に
改正の必要性を検討し、必要があ
れば改正する。

実施 総務課 14年度 検討 　平成14年度は、議会提案により、公開対象機関に議会を加える条
例改正を行った。
　なお、国、県、市町村間の文書がＬＧＷＡＮ（総合行政ネットワー
ク）により電子化され、電磁的記録文書が紙と同等に扱われる。本
町は、このＬＧＷＡＮに平成15年10月に接続を予定している。ＬＧ
ＷＡＮの実施状況を勘案しながら、平成15年度に開示対象文書の
範囲を拡大する改正を行う。

2継
続
吉富町個人情報
保護条例の見直
し

　近く法制化される国の個人情
報保護基本法や他の自治体の条
例等を参考に改正の必要性を検
討し、必要があれば改正する。

実施 総務課 14年度 実施 　本町個人情報保護条例は、他の自治体の条例と比較しても遅れ
ていないので、今のところ改正の必要はない。しかし、電子自治体
の進展に伴い、個人情報の保護が重要になってくるので、今後も引
き続き改正の必要性を検討していく。

3継
続
吉富町文書整理
保存規程の改正

　本格的な情報公開時代の到来、
行政の情報化の進展に伴い、行政
文書ファイル管理システムの整
備を検討し、これに対応した規程
の改正を行う。

検討 実施 総務課 14年度 検討 　国、県、市町村間の文書は、ＬＧＷＡＮにより電子化され、赤い公
印のある公文書はなくなる。本町は、このＬＧＷＡＮに平成15年10
月に接続する予定である。文書の収受・管理が根本的に変わるため
、ＬＧＷＡＮの実施計画を勘案しながら、接続に合わせ、全部改正
を行う。

13年度 14年度 15年度

６　公正の確保と透明性の向上関係 （２）情報公開の推進
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番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1新 職員等の旅費に
関する条例の一
部改正

　豊築管内の日当支給を廃止す
る。

実施 総務課 13年度 完了 　平成13年4月1日から実施している。

2

3

新 配水有収率の向
上

　町広報等を利用し、漏水情報
の提供を呼びかけることにより、
漏水箇所を早期に発見、修復し
有収率の向上を図る

実施 実施 実施 上下水道
課

14年度 実施 　平成14年度も、専門業者に委託し、本管等の漏水調査を実施した
結果、3ヶ所の漏水箇所を発見した。
　また、家屋における漏水対策として、広報よしとみ２月号で、家
庭で判断できる漏水発見方法を掲載し、住民に協力を呼びかけた。
なお漏水を発見した場合は、できるだけ早く修理を依頼できるよ
う、工事指定業者一覧表を広報よしとみ３月号に合わせて全戸配
布した。

新 バランスシート
の作成

　各年度別普通会計バランスシ
ーを作成し、公表する。

実施 実施 実施 企画財政
課

14年度 実施 　平成12年度末普通会計のバランスシートは、平成14年６月号の
広報よしとみで公表した。
　なお、平成13年度末普通会計のバランスシートを総務省方式で
作成し、平成15年６月号の広報よしとみで公表する予定である。

4継
続
追録図書の再見
直し、図書目録の
作成

　必要性の薄いもの、利用頻度が
低いにも拘わらず数課で保有し
いるものは、追録を停止する。ま
た、図書目録は、年１回作成する。

実施 実施 実施 全課
総務課

14年度 実施 　平成10年度から見直しを行っている。平成14年度に停止した図
書はない。
　なお、各課で保有する追録図書目録（第３版）は、今年度も全課に
布し、図書を全庁的に活用している。

13年度 14年度 15年度

７　経費の節減合理化等財政の健全化関係 （１）経費全般についての節減合理化と予算の厳正な執行

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1新 納税促進強化月
間の設定

　納期内納付、早期完納を目的と
し、１１月を「納税促進強化月間」
とし、収納率向上を図る

実施 実施 実施 税務課 14年度 実施 　平成14年11月に実施した。
　昨年に引き続き、広報や防災無線等で強化月間をＰＲし、納期内
納付を促すとともに、滞納者の状況に応じた対応を協議し、電話催
告・文書催告・徴収などで対応した。
◎結果
・徴収対応　309件（件数は延べ件数）　電話対応　122件　文書対
応468件
・入金件数　274件
・納付約束取り付け件数　117件
・徴収金額　6,418,334円

13年度 14年度 15年度

７　経費の節減合理化等財政の健全化関係　　（２）税収納率の向上等自主財源の確保

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
ふるさとセンター
の有効活用

　駅舎と一体の立地環境を生かし
たふるさとセンターの有効活用を
図るため、広報よしとみを通じて町
内各種サークル、団体に呼びかけ利
用を促進する。また、利用者に対し
てアンケート調査を実施し、利用し
易い環境に改善する。

実施 産業経済
課

14年度 実施 　平成14年度においても４月号の広報よしとみで利用の呼びかけ
を行った。また、現在利用している各種サークルの代表者等に利用
上の要望等を求めたが、特になかった。
　吉富レディースコーラス部（週１回）　謡曲（週１回）　会議等（年
７回）

2新 よしとみ憩いのや
かたの有効活用

　生涯学習施設として有効的に
活用するため、管理規則等を整備
し、多様なサークル活動の場所と
して提供する。

実施 実施 実施

実施 実施

教務課 14年度 実施 　陶芸や囲碁の各サークルの活動の場所として、また、今年度から
の完全学校週５日制に伴い、子供陶芸教室、子供囲碁教室も開催し、
体験学習や世代間交流の場としても活用している。

13年度 14年度 15年度

８　会館等公共施設関係　　（１）既存施設の有効活用

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
吉富フォーユー
会館の充実と効
率的な活用

　生涯学習の拠点施設として、町民
ニーズに応じた音楽会、講演会の開
催、各世代を考慮した講座、教室の
開設、多様なサークル活動の場とし
て提供し、尚一層の充実と効率的運
営を図る。また、大ホールに於いては、
平成12年度に音響反射板を設置し
たので、本格的なクラッシクコンサ
ートを開催する。

教務課 14年度 実施 　生涯学習施設の拠点として、幅広い学習ニーズに対応するため、
学習機会の提供や情報提供、人材育成事業、国際交流事業など様々
な事業を展開している。
　また、大ホールでは反響板を使用したコンサートや講演会、ミュ
ージカル、落語などの町主催の催し物をはじめ、ピアノ、踊り、カラ
オケの発表会など広く活用されている。
◎年間延利用者数　約43,000人

2継
続
吉富あいあいセ
ターの充実と有
効的な活用

　各種検診・健康教育等の充実、
健康づくり自主組織グループ、子
育てグループの活動促進のため
の柔軟な運用を図り、健康づくり
、介護予防及び子育て支援の拠点
施設として有効的に活用する。

健康福祉
課

14年度 実施 　各種健診、健康相談、健康教育、介護予防、機能訓練等を実施すと
ともに、健康づくり、子育て支援などの町民の自主的な保健活動の
拠点として有効的な活用に努めた。
　また、平成14年度から精神保健業務が県から委譲され、心の健康
づくり、教育相談、精神障害者居宅生活支援事業も行っており、今
後、障害者などを含め総合的な保健・医療の中核施設としての役割
を担う必要がある。
◎年間延利用者数　約8,000人
　食進会(月1,2回） 命の貯蓄体操（週1回） フォークダンス（週1
回）いきいきビューティークラブ運動実習（週２回）

3継
続
ボランティアの
協力による漁港
清掃活動の推進

　漁港内の清掃については、海の
日等に漁業関係者を含めた町民
ボランティアの働きかけを行う。
　海の日の７月20日に関係課で
連携を図りながら、吉富海岸と吉
富漁港の清掃活動を引き続き行う。

実施 実施 実施

実施 実施 実施

実施 実施 実施

住民課
産業経済
課
建設課

14年度 実施 　毎年、海の日の7月20日に、住民課、産業経済課、建設課で調整を
図りながら、漁業関係者、遊漁船所有者、町内土木業者などボラン
ティアで吉富海岸と吉富漁港の清掃活動を実施している。今年度は、
教務課とも連携を図り、青少年健全育成の一環として、各子供会に
参加を呼びかけ、小学校及びその保護者も清掃活動に参加した。

13年度 14年度 15年度

８　会館等公共施設関係　　（２）公共施設の管理運営の効率化
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4新 吉富駅駐輪場の
適正利用

　学校、警察署と連携を図り、所
有者等に引き取りを要請、応じな
い場合は処分ができるよう条例
等の整備を図る。

検討 実施 産業経済課 14年度 実施 　吉富町自転車等の駐車場の設置及び管理運営に関する条例に基
づき、吉富駅駐輪場の放置自転車の処分を9月から11月にかけて行
った。
・処分台数35台

5

6

新 吉富駅駐車場の
適正利用

　吉富駅駐車場利用者のうち、切
符を購入せずに駐車場だけを利
用している人の実態を把握し、吉
富駅での切符購入を促進し、応じ
ない場合は駐車場の利用を断る
等の対策を講じる。

実
態
調
査

実施 産業経済課 14年度 実施 　昨年に引き続き駐車場の利用調査を行い、駅の張り紙、駐車場内
の掲示板等で切符購入を促進した。

継
続
吉富漁港の遊漁
船係留場所の指
定と占用料の徴
収

　漁業協同組合と係留場所の指
定について協議を行い、遊漁船の
係留場所を指定した上で、吉富漁
港管理条例の一部を改正し、占用
料等を徴収する。

実施 実施 実施 建設課 14年度 完了 　平成13年８月１日から実施している。
◎平成14年度末現在
　　　漁港施設使用許可件数　41艘
　　　漁港用地占用許可件数　３件

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
公共工事コスト
縮減の推進

　国県の公共工事コスト縮減対
策に関する行動計画を準用し、
関係課と調整を図り工事コスト
縮減に努める。

実施 実施 実施 建設課 14年度 実施 　引き続き、個々の工事案件ごとに、その都度関係課と調整を図り、
コスト縮減に努めている。

2継
続
下水道工事のコ
スト縮減の推進

　引き続き、管渠埋設深、管径、マ
ンホール間隔等の見直しを行い
コト縮減に取り組む。

実施 実施 実施 上下水道課 14年度 実施 　引き続き、管渠埋設深、管経、マンホール間隔等の見直しを実施
している。

13年度 14年度 15年度

９　公共工事関係 （１）公共工事のコスト縮減

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
工事履行保証制
度の導入

　近隣の市町村の実施状況の把
握を行い、実施について検討する。

検討 検討 検討 建設課 14年度 完了 　平成14年４月１日から実施している。

2継
続
入札予定価格の
一部事後公表

　平成13年度事業から予定価格
５千万円以上について実施する。

実施 実施 実施 建設課 14年度 完了 　平成14年２月１日から６ヶ月間、入札に付される予定価格が130万
円を超える工事等の予定価格の事前公表を試行した。この試行で、特
に問題がなかったので、平成14年８月１日から正式に実施した。

3継
続
一般競争入札、
制限付一般競争
入札の施行

　導入の必要性がとぼしく今後
については、一般競争入札の必要
な大型、特殊事業等の場合は、そ
の都度検討する。

検討 検討 検討 建設課 14年度 実施 　引き続き、その都度吉富町建設工事指名登録委員会で検討する。

13年度 14年度 15年度

９　公共工事関係 （２）公共工事の入札手続の改善

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1新 広域行政の効率
的運営

　広域的共同処理事業において、
費用対効果を常に見据え、一部事
務組合の効率的運営を図る。

実施 実施 実施 企画財政課
関係課

14年度 実施 　引き続き、所管課において、費用対効果を常に見据え、効率的な
運営を目指している。

13年度 14年度 15年度

10　広域行政関係 （１）広域的な行政体制の強化

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1継
続
行政改革推進委
員会による点検
の継続

　行政改革実施状況について、引
き続き毎年１回行政改革推進委
員会により点検・評価を行う。

実施 実施 実施 総務課 14年度 実施 　毎年、年度末に実施し、点検評価を受けている。

2継
続
住民への公表の
継続

　行政改革実施状況について、引
き続き毎年１回広報よしとみで
公表する。

実施 実施 実施 総務課 14年度 実施 　平成15年５月号広報よしとみで公表する。

13年度 14年度 15年度

11　行政改革推進状況の公表

番

号

新継

区分
項　　　　目 実　　施　　概　　要 所　管 年度区 進捗状況

実施
区分

実施計画

1新 情報公開制度の
確立

　吉富町情報公開条例を一部改
正し、実施機関に議会を加える。

検討 実施 議会事務局 14年度 完了 　平成15年３月議会に上程し、可決成立した。平成15年４月から実
施する。

13年度 14年度 15年度

１　議会の機能強化、組織・運営の合理化

第２　地方議会について
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こ
の
ほ
ど
、
吉
富
町
消
防
団
の
正

路
久
四
郎
団
長
（
小
犬
丸
下
）
が
、

「
災
害
の
防
除
と
消
防
力
の
強
化
に

つ
と
め
、
そ
の
成
績
は
特
に
優
秀
で

あ
り
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
」
と

し
て
、
平
成
十
四
年
度
消
防
功
労
者

消
防
庁
長
官
表
彰
の
功
労
章
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
富
町
文
化
協
会
（
守
口
博
文
会

長
）
が
、
こ
の
ほ
ど
会
誌
「
蒼
生
」

の
第
二
十
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
「
蒼
生
」
第
二
十
号
は
、
Ａ
５
版

で
三
十
四
ペ
ー
ジ
。
表
紙
の
絵
は
小

石
川
博
司
さ
ん
、
題
字
は
楠
本
三
山

さ
ん
（
故
人
）
が
そ
れ
ぞ
れ
手
掛
け

守
口
会
長
の
随
想
を
巻
頭
に
、
会
員

た
ち
に
よ
る
随
想
や
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
、
平
成
十
四
年
度
事
業
報
告
、

吉
富
町
文
化
協
会
の
理
事
・
会
員
名

簿
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
吉
富
町
国
際
交
流
員
の
ア

ー
ル
・
グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん
も
「
音
楽

の
ニ
ュ
ー
・
ス
タ
ー
ト
」
と
題
し
た

随
想
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

会
誌
「
蒼
生
」

第
二
十
号
を
発
行

吉
富
町
文
化
協
会

わがまち・ふるさと
トピックス

▲表彰された吉富町消防団長の正路久四郎さん

消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
の

功
労
章
を
授
与

正
路
久
四
郎
さ
ん

「
蒼
生
」
第
二
十
号
表
紙

▲

平成15年3月31日発行・吉富町文化協会誌

第20号

　町内全戸に配布されました吉
富町の「健康カレンダー」では、
吉富中学校体育祭が５月18日（日）
になっていましたが、５月17日（土）
に訂正いたします。

吉富町外一市中学校組合
教育委員会

お 知 ら せお 知 ら せお 知 ら せ

広報よしとみ４月号に折り込んだチラシ「平成15

年度生涯学習講座・スポーツ教室のご案内」の文

化講座」の中で陶芸教室の受講生を募集しており

ましたが、定員を下回ったため、再募集いたします。

詳細は下記のとおりですので、皆様お誘いあわせ

のうえ、奮ってご参加ください。

　◇講　師／管　亮司

　◇開講日／６月中旬

　◇開催日／毎月第２・４木曜日

　◇時　間／13：00～16：30

　◇会　場／よしとみ憩いのやかた

　◇期　間／６月～３月

　◇定　員／30名（最小催行人数10名）

　※５月23日（金）までに、吉富町教育委員会
　（　２２‐１９４４）までお申し込みください。

陶芸教室受講生を再募集します陶芸教室受講生を再募集します陶芸教室受講生を再募集します　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
太
陽
の
会
」
朗
読
グ
ル
ー
プ
で
は
、

目
の
不
自
由
な
方
を
は
じ
め
、
活
字
が
読
み
づ
ら
い
方
な

ど
に
対
し
て
広
報
紙
等
の
録
音
テ
ー
プ
の
無
料
配
布
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
各
戸
に
配
布
さ
れ
る
広
報
物
は
吹
き
込
み
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
０
９
７
９
・
２
３
・
５
４
０
０

　
　
０
９
７
９
・
２
３
・
５
４
５
４
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

録
音
テ
ー
プ
を
配
布
し
て
い
ま
す

「
太
陽
の
会
」朗
読
グ
ル
ー
プ
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吉
富
町
文
化
協
会
で
は
、
本
年
も

次
の
と
お
り
「
さ
つ
き
展
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
さ
つ
き
の
他
、
陶
芸
作
品
の
展
示
、

お
茶
席
な
ど
も
準
備
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
参
観
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
　
吉
富
町
文
化
協
会

▼
期
日
　
５
月
　
日
　
（
午
前
９
時

　
　
　
　
　
分
～
午
後
５
時
）

　
　
　
　
６
月
１
日
　
（
午
前
９
時

　
　
　
　
　
分
～
午
後
３
時
）

▼
会
場
　
吉
富
町
体
育
館

※
「
さ
つ
き
展
」
へ
の
出
品
申
し
込

　
み
は
、
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
内

　
吉
富
町
文
化
協
会
事
務
局
（
　
２

　
３
・
５
０
０
６
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
吉
富
町
文
化
協
会

▼
場
所
　
吉
富
小
学
校

　
　
　
　
多
目
的
教
室
の
二
階

▼
時
間
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

◇
５
月
　
日
　
　
「
こ
ね
こ
の
は
は

　
の
ひ
」
「
つ
ば
め
の
お
や
こ
」

　
「
け
ん
か
の
き
も
ち
」
「
た
ま
ご

　
く
ん
」
「
か
ら
あ
げ
く
ん
」

◇
５
月
　
日
　
　
「
し
り
や
の
め
い

　
じ
ん
」
「
ア
ナ
グ
マ
く
ん
の
も
ち

　
よ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
」
「
わ
た
し
の

　
て
」
「
み
ん
な
み
ん
な
み
ー
つ
け

　
た
」

31

30

（土）

3013
13

10

13

40

（日）

（火）

27

（火）

第
　
回
吉
富
町

さ
つ
き
展

さ
つ
き
展

さ
つ
き
展

21

読
み
聞
か
せ
の

お

知

ら

せ

フォーユー会館催し物ご案内
期　日 内　　　容 場所・時間

大ホール（入場無料）
開場9：00  開演10：00
　菊
　　　　　　22‐4737

５月18日（日）
第７回この実会チャリティー
ふれあい芸能発表会 問

大ホール（入場無料）
《午前の部》
開場10：30  開演11：00

《午後の部》
開場13：30  開演14：00

５月25日（日）ピアノ発表会

《入場券発売》

※当日券の販売はありませんので、ご了承ください。

好評につき完売いたしました。
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国際交流員　グッドマン三世
1.5.2003

COMMUNIQUE  INTERNATIONAL

NATIVE AMERICA

´

　吉富町の皆さん、お元気でしょうか？今年は花見ができましたか？私はできなかったのですが、

天仲寺公園と吉富幼稚園、そして吉富小学校に桜を見に行って、とてもきれいでした。

　さて、先月の広報にオクラホマ州の観光スポットについて書きましたが、今月はオクラホマ州

に住むネイティブアメリカンの人々の歴史について書きます。

　まずは、オクラホマ州の地理を説明します。東北部に森、山脈、そして川が多いですが、東北

部から西南に行くと草原があります。東北部から南に行くと、谷と泉を源としてできた川がたく

さんあります。そして、オクラホマ州の北部には、山はあまり

ないのですが、オークの木が非常に多いです。オクラホマ州の

西部や西南部に行くと砂漠があります。このような環境のなか

でカイオワ族、カイオワ･アパッチ族、オーセージ族、コマンチ

族、そしてウィチタ族が昔から住んでいました。

　しかし、南部地方におけるアメリカ人の入植が原因で1830年

にオクラホマが「ネイティブ･テリトリー」と呼ばれ、南部に住

むチョクトー族、チカソー族、チェロキー族、マスコギ･クリー

ク族、そしてセミノール族が「ネイティブ･テリトリー」に移動

させられ、たくさんのネイティブ・アメリカンが亡くなりました。

ですからこれは「Trail of Tears」、日本語で言うと「涙の道」

と呼ばれています。

　「ネイティブ・テリトリー」に住む人数が急に増えると部族

同士での問題も起きましたが、それでも南部から移動させられ

た各部族が色々な壁を乗り越えて新しい環境のなかで農業に成

功しただけでなく、各部族が町づくりや政府づくりにも成功し、

各部族の首都もありました。

　ところが、1861年の南北戦争で北米アメリカ大陸が焦土と化

しました。「ネイティブ･テリトリー」のほとんどの部族が負け

た南軍と一緒に戦った結果、戦後にアメリカの政府が「ネイテ

ィブ･テリトリー」を少しづつ奪い取って「オクラホマ･テリト

リー」に変えてしまいました。「ネイティブ･テリトリー」と「オ

クラホマ･テリトリー」を一つにするため、政府が1907年に「オ

クラホマ州」を設立しました。

　ネイティブ･テリトリーが無くなったにも関わらず、オクラホ

マ州のネイティブ･アメリカンの人々の方が他の州のネイティブ･

アメリカンの人々よりアメリカ政府とうまくいったので、比較

的に州と国のネイティブ･アメリカンに対する政策に大きな影響

を与えました。　

　「オクラホマ」という言葉は、チョクトー族の言葉で

　「赤い人たち」という意味です。

オクラホマ州のネイティブ･アメリカンについて

▲ジェロニモ（アパッチ族：族長）1898年

▲顔に雨（ダコタ族：族長）1880年代
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国民年金のお知らせ

　水ぬるむ季節となり、子供たちが、水辺で遊ぶことが

多くなります。

　近ごろ、川やため池で魚釣りをしている子供たちをよ

く見かけますが、釣りに夢中になり足をすべらせて水難

事故になることがありますので、注意してください。

　特に、農業用のため池では、魚釣りや水遊びを絶対に

しないようご指導願います。

役場建設課・産業経済課
注  意
水難事故に

!!注  意
水難事故に

!!注  意
水難事故に

!!

第３号被保険者のあなたへ
第３号被保険者とは、厚生年金・共済組合の

加入者に扶養されている配偶者をいいます。

厚生年金や共済組合に加入している会社員に扶養されて

いる配偶者は、届け出さえすれば、ご自分で保険料を負

担しなくても将来の年金が自分で受けられます。

届け出が遅れたり、おこたったりしますと、将来年金が

受けられなくなる場合がありますので、必ず手続きをし

てください。

なお、その届け出は保険料の時効の関係で２年までしか

さかのぼれません。

第３号被保険者の保険料は、配偶者の給料から天引きさ

れていると思っている人が多いようですが、これはまっ

たくの誤解です。第３号被保険者の保険料は、配偶者の

加入する厚生年金・共済組合が制度全体で負担するしく

みになっていますので、第３号被保険者の届出によって、

天引きされる保険料の額が変わることはありません。

届 け 出 は お 済 み で す か

第３号被保険者の保険料は配偶者の

給料から天引きされていません。

国民年金のお知らせ

　水ぬるむ季節となり、子供たちが、水辺で遊ぶことが

多くなります。

　近ごろ、川やため池で魚釣りをしている子供たちをよ

く見かけますが、釣りに夢中になり足をすべらせて水難

事故になることがありますので、注意してください。

　特に、農業用のため池では、魚釣りや水遊びを絶対に

しないようご指導願います。

役場建設課・産業経済課
注  意
水難事故に

!!注  意
水難事故に

!!注  意
水難事故に

!!

第３号被保険者のあなたへ
第３号被保険者とは、厚生年金・共済組合の

加入者に扶養されている配偶者をいいます。

厚生年金や共済組合に加入している会社員に扶養されて

いる配偶者は、届け出さえすれば、ご自分で保険料を負

担しなくても将来の年金が自分で受けられます。

届け出が遅れたり、おこたったりしますと、将来年金が

受けられなくなる場合がありますので、必ず手続きをし

てください。

なお、その届け出は保険料の時効の関係で２年までしか

さかのぼれません。

第３号被保険者の保険料は、配偶者の給料から天引きさ

れていると思っている人が多いようですが、これはまっ

たくの誤解です。第３号被保険者の保険料は、配偶者の

加入する厚生年金・共済組合が制度全体で負担するしく

みになっていますので、第３号被保険者の届出によって、

天引きされる保険料の額が変わることはありません。

届 け 出 は お 済 み で す か

第３号被保険者の保険料は配偶者の

給料から天引きされていません。
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者
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付
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戦
傷
病
者
補
装
具
等

巡
　
回
　
相
　談

（木）

15

10

14

30

お 知
ら せ

受講資格　　豊前築上地区に在住する60歳以上の方で、全期間を通じて出席
　　　　　　できる方。
　　　　　　受講生には、学校派遣などボランティア活動に必ず参加してい
　　　　　　ただきます。（全員必須）

学習期間　　平成15年６月11日（水）～平成15年12月までの予定
　　　　　　開講曜日：原則として毎週水曜日10時～15時まで、毎回４時間　
　　　　　を原則とします。

開設場所　　豊前市総合福祉センター・中央公民館・働く婦人の家

受講料　　　1,000円です。他に500円程度の保険代（全員加入）教材費、文集　
　　　　　代などは受講者負担となります。

開講内容　　基礎科目と専門科目があります。
　　　　　　基礎科目は全員受講していただきます。（10時～12時まで）
　　　　　　　２時間　一般教養、時事、健康など
　　　　　　専門科目は選択です。（13時～15時まで）２時間
　　　　　　専門科目の内容は、
　　　　　　　園芸コース　　　（25人）野菜、草花植替え実習など
　　　　　　　絵画コース　　　（25人）水彩画、油絵など
　　　　　　　書道コース　　　（25人）楷書、行書、かな
　　　　　　　伝承文化コース　（25人）昔遊び、木工芸、竹細工など
　　　　　　　パソコンコース　（20人）初級～中級
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※前回受講生を除きます。
募集人数　　120人です。

申込方法　　フォーユー会館窓口に準備している申込書に所定の事項を記入
　　　　　　の上、お申し込み下さい。
　　　　　　※お電話での受付はいたしません。募集定員を超えた場合は運
　　　　　　　営委員会にて、はじめて受講する方を優先し抽選としますの
　　　　　　　でご了承下さい。

受講者決定　受講者の決定は５月末日頃、ハガキで本人に通知します。

　　　　　　開講式は、平成15年６月11日（水）受付９時30分、開式　　
　　　　10時です。

申込受付期間　平成15年５月１日（木）～５月15日（木）まで

問い合わせ先　豊前市教育委員会　社会教育課　さわやか大学担当
　　　　　　　　0979‐82‐1111（内線1223・1225）

平成15年度豊前築上地区
高齢者大学受講生募集
（通称　さわやか大学）

月
・
日
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・
８
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２
０

内
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９
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６
時
）
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科
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９
時
～
　
時
）

豊
前
市

日
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日

祝
　
日

荒
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〃

宮
　
夫

木
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科

〃
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町

南

外

科

〃
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央
町

宮

本

整

形

外
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５
・
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植
　
野
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院

５
・
25

宇
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ッ

ク

〃
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町
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ら

小

児

科

５
・
５

古
博
多
町

米

光

医
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〃

下
池
永

サ
ン
タ
マ
リ
ア
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神
経
外
科

17

〃

中
殿
町

加

来

小

児

科

５
・
11

三
毛
門

高
椋
胃
腸
科
外
科
医
院

５
・
５

牛
　
神

和

田

胃

腸

科

内

科

５
・
３

中
央
町

杉

原

内

科

消

化

器

科

５
・
18

湯
　
屋

賀

来

内

科

循

環

器

科

休
日
相
談
医
案
内

　

パソコン講習会（初級）の受講生を募集いたします。

　◆対 象 者　　吉富町在住の20歳上の方
　　　　　　　（以前受講した方についても申込みでき
　　　　　　　　ますが、定員を超す場合は初めて受講
　　　　　　　　する方を優先させていただきます。）

　◆講　　座　　初級講座

　◆講座内容　　①Windows基礎
　　　　　　　　②MS-Word基礎

　◆開催日時　　５月22日（木）・23日（金）
　　　　　　　　午後７時00分～午後10時00分
　　　　　　　　（毎日３時間の２日間）

　◆場　　所　　吉富フォーユー会館
　　　　　　　　３階　パソコン教室

　◆定　　員　　それぞれ20名（先着順とします。）

　◆受 講 料　　無料（ただし、テキスト代として
　　　　　　　　　　　　　200円必要となります。）

　◆講　　師　　講師１名

　◆申し込み　　吉富町教育委員会
　　　　　　　　（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　　　申し込み用紙を用意していますので、
　　　　　　　　必要事項をご記入のうえお申し込みく
　　　　　　　　ださい。（代理人の場合も可）なお、
　　　　　　　　都合で申し込みに来られない方は、電
　　　　　　　　話受付をいたします。

　◆申し込み受付期間
　　　　　　　　５月６日（火）から５月16日（金）
　　　　　　　　午前８時30分から午後５時まで
　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祭日は除く）

　◆問い合わせ　吉富町教育委員会まで　　22‐1944

パソコン講習会の受講生募集
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（1）（2） （2）
1919

30

21

30

21

　平成15年11月29日以降、保育士として仕事をするには、「都道府

県知事の登録」が必要となります。登録をしないと保育士と名乗る

こともできなくなります。

　現在、保育士として働いている人も登録は必要です。

　保育士として業務を行っていない方については、必ずしも登録を

する必要性はなく、登録をしなくても、資格がなくなるわけではあ

りません。ただし、今後保育士として業務を行おうと考えている方は、

業務に就く前までに登録をしておく必要があります。

保育士 登録保育士 登録保育士となるには登録が必要となります

申

請

の

方

法

等

登 録 先
指定保育士養成施設卒業 申請時点の住所地の都道府県知事→
保育士試験合格者 合格地の都道府県知事→

申請先
登録先は上記の通りですが、登録申請は、登録事務処理センターに郵送し
てください。なお、受付は平成15年5月から行う予定です。

申請の方法
平成15年5月以降に、下記の所で「保育士登録の手引き」を入手し、記入方
法に従い必要書類に記載し提出書類を添えて、申請を行ってください。

保育士登録の

問い合わせ先

〒150-0002　東京都渋谷区渋谷1丁目1番8号　青山ダイヤモンドビル

登録案内専用電話：0120-041943（祝日を除く月曜日から金曜日の10時から18時まで）
音声案内及びFax：03（5485）3133（終日）
ホ ー ム ペ ー ジ：http://www.hoikushi.jp

登録申請時の

提出書類

●保育士登録申請書
●保育士資格証明書もしくは一部科目合格証明書（全科目分）
●郵便振替払込受付証明書
　　※また、婚姻等により氏名が保育士資格証明書と異なる方は、上記提出書類のほか、
　　　戸籍抄本又は戸籍一部事項証明書が必要となります。

登録手数料 ４，２００円（国で定める標準額であり、最終的には都道府県の条例で定められます。）

登録事務処理センター

福岡県庁児童家庭課（　０９２‐６４３‐３２５６）

登録の申請は５月から受付ける予定です。

ほ い く しさん
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広
田
千
代
子

小
祝
に
三
つ
目
の
橋
島
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
く
み
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
典
男

渋
滞
も
成
田
も
無
縁
テ
レ
ビ
席

花
見
酒
心
の
憂
さ
の
捨
て
ど
こ
ろ

吉
報
に
妻
電
話
器
に
最
敬
礼

一
票
の
重
み
も
増
す
よ
車
椅
子

少
子
化
で
鯉
の
ぼ
り
の
価
値
急
上
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

懸
命
に
働
い
た
の
に
チ
ャ
ン
ス
来
ず

ど
う
で
す
か
賞
味
期
限
の
切
れ
た
味

相
手
か
ら
転
が
り
込
ん
で
来
た
チ
ャ

ン
ス
隠
し
味
企
業
秘
密
と
逃
げ
ら
れ
る

血
糖
値
考
え
な
が
ら
す
る
食
事

こ

ら
ん

あ
し
た

ゆ
う
べ

は
な

ひ
ざ

す

に
わ
か

は
　
た
　
ち

と
が

け
い
ち
つ

は
　
る

か
へ

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

短
　
歌

川
　
柳

俳
　
句
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気
功
養
生
術
を
基
本
に
考
え
ら
れ

た
生
命
の
貯
蓄
体
操
で
、
自
然
治
癒

力
を
高
め
、
健
康
を
取
り
戻
し
ま
し

ょ
う
。

　
《
こ
ん
な
人
に
ぴ
っ
た
り
》

　
肩
こ
り
・
更
年
期
障
害
・
自
律
神

経
失
調
症
・
冷
え
症
・
耳
鳴
り
・
頭

痛
・
め
ま
い
・
便
秘
・
膝
痛
・
腰
痛

花
粉
症
な
ど

▼
日
時
　
５
月
　
日
か
ら
　
回
コ
ー

　
　
　
　
ス
で
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

▼
場
所
　
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
タ
オ
ル
持
参
・
体
操
の
で
き
る
服

　
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
吉

　
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
２
３
・
９
９
０
０

〔
お
誕
生
お
め
で
と
う
〕

　
小
田
　
幸
利

　
　
　
　
圭
悟
ち
ゃ
ん
（
別
　
府
）

　
乙
女
　
文
憲

　
　
　
莉
歩
美
ち
ゃ
ん
（
喜
連
島
下

）

　
矢
野
新
次
郎

　
　
　
諒
汰
郎
ち
ゃ
ん
（
昭
　
和
）

　
田
中
　
勝
利

　
　
　
　
　
星
ち
ゃ
ん
（
広
津
下
）

　
川
原
　
進
司

　
　
　
　
弘
照
ち
ゃ
ん
（
幸
子
古
）

　
中
島
　
和
稔

　
　
　
　
櫻
子
ち
ゃ
ん
（
今
　
吉
）

　
田
中
　
義
昭

　
　
　
　
　
碧
ち
ゃ
ん
（
直
　
江
）

〔
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
〕

　
森
　
　
重
信
様
　
　
歳
（
喜
連
島
下
）

　
横
川
　
　
佃
様
　
　
歳
（
幸
子
上
）

　
緒
方
　
道
子
様
　
　
歳
（
昭
　
和
）

　
高
原
　
　
洋
様
　
　
歳
（
直
　
江
）

　
小
林
澤
鶴
子
様
　
　
歳
（
幸
子
古
）

　
高
原
ツ
ヤ
ヨ
様
　
　
歳
（
直
　
江
）

　
梅
林
　
　
男
様
　
　
歳
（
高
　
浜
）

　
若
山
瑠
美
子
様
　
　
歳
（
和
井
田
）

　
瀧
口
　
京
子
様
　
　
歳
（
昭
　
和
）

　
　
　
（
４
月
　
日
受
付
分
ま
で
）

〔
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

　
杉
山
　
修
司
様
　
（
広

津

上
）

　
森
　
キ
エ
ノ
様
　
（
喜
連
島
下
）

　
鎌
倉
　
隆
幸
様
　
（
喜
連
島
下
）

　
横
川
　
佳
明
様
　
（
今
　
　
吉
）

〔
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
〕

　
杉
山
　
修
司
様
　
（
広

津

上
）

　
森
　
キ
エ
ノ
様
　
（
喜
連
島
下
）

　
横
川
　
佳
明
様
　
（
今
　
　
吉
）

　
広
報
よ
し
と
み
四
月
号
の
慶
弔
記

事
の
お
誕
生
お
め
で
と
う
の
中
で
、

「
宿
利
　
奈
々
子
」
さ
ん
と
あ
り
ま

し
た
が
、
「
宿
利
　
菜
々
子
」
さ
ん

の
誤
り
で
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

1210

11

30
12

生
命
の
貯
蓄
体
操
初
心
者
教
室
の

参
加
者
募
集
!

729070827392645652

14

お
わ
び
と
訂
正

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

け
い  

ご

い
の
ち

り
　
ほ
　
み

り
ょ
う 

た  

ろ
う

あ
か
り

ひ
ろ
あ
き

さ
く
ら
こ

あ
お
い

　肝臓は「沈黙の臓器」といわれ、少しぐらい異常

があっても症状が出にくく、病気の発見が遅れがち

です。予防のためには、正しい知識を持ち、定期的

に検査を受けることが大切です。

　肝臓病予防講演会を次のとおり実施しますので、

ぜひ参加してください。

◆日　時　　５月29日（木）午後２時～３時30分

◆場　所　　吉富あいあいセンター

◆内　容　　講演「肝臓病の予防と治療について」

　　　　　　　　　講師　東病院

　　　　　　　　　　　　院長　東　雅司先生

肝臓病予防講演会
のお知らせ
肝臓病予防講演会
のお知らせ

　仕事や育児、人間関係のストレスで、
心が疲れていませんか？
　心が疲れすぎて病気になる前に一度
ご相談ください。

日　　時　５月26日（月）
　　　　　午後１時30分～

場　　所　吉富あいあいセンター

内　　容　臨床心理士によるカウンセ
　　　　　リング

申し込み　予約制になりますので、
　　　　　５月19日までに吉富あい
　　　　　あいセンター保健師に連絡
　　　　　してください。
　　　　　　２３‐９９００

※秘密は堅く守られます。
※９月と２月にも相談を予定しています。

心の健康相談室




